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4.3. オープンキャンパス 
【概要】 
オープンキャンパスは，高等学校生徒および進路指導担当教員を対象として，建学の理念，教育・研究内容及び平成
26 年度選抜概要の周知を行い，本学への関心を高め，本学志望の動機づけを行うことにより，受験生の一層の確保を
図ることを目的として取り組んでいる．平成 24 年度から年 2回実施体制となった． 
本年度は，前年度の運用面での反省を踏まえた上で，昨年度に引き続き，研究内容を周知するだけでなく，高校生が
本学在学生と直に話す機会を増やすことにより，本学に対しての関心をより一層高めることを目標とした． 
 
【開催日程】 
・夏オープンキャンパス 
開催日：平成 25 年 7 月 7日（日）9：00～15：00 
・大学祭オープンキャンパス 
開催日：平成 25 年 10 月 26 日（土）～27 日（日） 大学祭と共同開催 
 
【夏オープンキャンパス実施内容】 
オープンキャンパス全体のスケジュールを表 1に示す．例年通りの流れで行われたが，さんさ踊りなどのサークル活
動紹介など学生が積極的に関わったイベントも多くなり，華やかさを増した． 
表 1 全学スケジュール 
 
以下に学部企画イベントについてまとめる． 
（1） 学部説明会（10:00～10:40 40 分） 
101 教室において，学部長挨拶，学部についての説明，入試についての説明を行った．資料として，Go!Go!Soft，マ
ンガ広報，研究紹介 Map を配布した．会場はほぼ満席となり，熱心に耳を傾ける高校生の様子がみられた． 
（2） 模擬授業（10:50～11:40 50 分） 
模擬授業は表 2の要領で実施された．内容的に身近な話題であるため，参加者は関心を持って聴いていたようであ
る．また，大学の授業を身近に感じている様子も窺えた． 
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表 2 模擬授業内容 
テーマ 担当教員 場所 
人工知能って面白い！ 馬淵先生 108 教室 
Ｗｅｂの世界 児玉先生 109 教室 
情報ネットワークを学ぼう 齊藤先生 208 教室 
（3） 入試＆学生生活相談 － Welcome to Softy World（10:00-15:00 5 時間） 
入試相談では学生広報チームが積極的に高校生に接し，学生生活や先輩からのアドバイスを行い好評であった．ま
た，全学メディア広報の効果もあり，多くの来場者でにぎわった． 
（4） 研究紹介（11:00～14:00） 
研究紹介では，下図のように学部棟にて研究紹介を行った．  
 
図１ 学部企画の案内図 
【大学祭オープンキャンパス実施内容】 
大学祭オープンキャンパスは全学実施 2 年目となった．本年度の学部企画は，研究内容紹介，体験学習，学生生活およ
び入試相談会を昨年度に引き続いて実施した．各企画とも例年以上の来場者があり，入試相談についても盛況であった．
以下に学部企画イベントについてまとめる． 
（1） 研究内容紹介 
ソフトウェア情報学部で行われている研究内容についての理解を広めるため，ソフトウェア情報学部 A棟 2 階の廊
下で，講座ごとのポスターや PowerPoint を用いた研究内容紹介を行った．各講座とも学生を配置し，訪問者に対して
パネルセッション形式で説明する方法を採用した．  
 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2013 
320 
（2） 体験学習 
ソフトウェア情報学部における教育について理解を広めるため，事前登録（含むオンライン登録）と当日受付で集
まった参加者に対し，体験学習の場を設けた．体験学習内容を表 3 に示す． 
表 3 体験学習内容 
日付 コース名 研究室 タイトル・概要 場所 
28 日 
知能シス
テム 
石亀研 
進化計算？なにそれ？ 
システム演習室
１ 
曲線の最小値を求める問題などについて，進化計算を
利用して複数の候補が進化しながらより良い候補に
近づく様子を体験する． 
データベ
ースシス
テム 
村田研 
スマホで健康管理 
村田研学生室 スマートホンを利用した健康管理（アンドロイドケー
タイによる睡眠時無呼吸症候群の簡易検査）について
説明します．そして実際に無呼吸状態を観測する． 
（3） 学生生活および入試相談会 
学生広報チームの学生と入試広報委員会の教員で高校生・中学生に対し学生生活や入試相談を行った．例年に比べ，
午前中から多くの参加者が来場して盛況であった．生徒一人だけでの訪問は珍しく，ほとんど家族や友人と一緒に参
加していたことが特徴であった． 
 
【オープンキャンパス風景】 
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【まとめ】 
両オープンキャンパスでは，幅広い年齢層の来客があり，ソフトウェア情報学部の広報が効果的に行えたと考えられる．
特に，学生自らが行っている研究内容を分かりやすく説明しているため，今後大学進学を目指す高校生等の若い世代にソ
フトウェア情報学部に対する興味を持たせることができていると考えられる．また，学生広報チームが高校生目線で学生
生活や入試相談に応じたのが非常に好評であった．これについては継続していける体制を確立したい．体験学習の参加者
については，高校 1年生と 2 年生の合計が 3年生よりも多くなっており，早い時期から大学について興味を持つようにな
ってきていると予想される．2年目となった大学祭オープンキャンパスについては，まだ課題があるものの，企画内容や
運用方法についての改善がみられた．今後はさらなる質の向上を目指して取り組む必要がある． 
  
